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急ぐほど 狭まる視野と 増すリスク 

～夏の暑さやレジャーの疲れによる交通事故をなくそう～ 

  
薬物は、乱用する人間の生活を出来なくし、場合によっては死亡することもあります。 

薬物乱用による幻覚、妄想が、凶悪犯罪や交通事故を引き起こすことがあるなど、

乱用者本人のみならず、周囲の人達に対しても取り返しのつかない被害になりま

す。 

  

 

（７月１１日から２０日までの１０日間、 

夏の交通安全県民運動が実施されます。）   

 

お盆休みや夏休みで外出する機会が増える時期ですが、それ

に伴って心配されるのが交通事故です。 

 特に夏は暑さでぼんやりして、集中力が切れた行動を取って

しまいがちです。 

 また、普段自動車を運転する機会の少ないドライバーや、行

楽地や帰省先への途中など慣れない道路を運転しているドライ

バーも多く、通常とは異なる交通環境となります。 

 交通事故を防止するためには、交通ルールを守ることはもち

ろんのこと、ドライバー、自転車利用者、歩行者がそれぞれの

立場で他人を思いやることが大切です。 

 

 

～薬物乱用はダメ。ゼッタイ～ 
 

その一瞬ですべてを 

 

台無しにしますか・・？ 


